
 

島田市 「愛するあなたへの悪口コンテスト」入賞作品（抜粋） 
審査員長・村松友視氏  

≪妻の言葉≫ 

・中々古いものを捨てられない、そんなあなたもその一つ 

・冷たくなったあなたの心。寝てる間にそっと取り出し、電子ﾚﾝｼﾞでﾁﾝしたい  

・結婚前：彼の自慢話に花が咲く。 結婚後：旦那の話でうな垂れる 

・私の夢のサスペンス 《あなたは何度も死んでいる》 

・「風邪ひくぞ！」。優しい言葉に目覚めれば、言葉の相手は愛猫だ。タオルケットもかけてある 

・居ると嫌 居ないと変 あなたは 夏の蚊のようです  

・生煮えのおでんの様な亭主です 

・いま掃除 しなくていい時 する夫 

・父の日の親父ギャグの炸裂に、仕方ないから今日だけ笑う 

・読書家の 夫が読めない 場の空気 

・ここらへんが、俺のウエストだと言う夫 

・「主人です！」 言いたくないので 置いていく 

・「お前が好きだ愛してる」。歯の浮くようなお世辞も、嘘でも良いからボケる前に言ってみて。 

・私ね、あなたと一生添い遂げる様に努力する。 だから生まれ変ったら一緒になるのは勘弁して！」 

                                        私は絶対に、生まれ返らないから…」。 

≪夫の言葉≫ 

・確か赤い糸で結ばれたはずだけど、最近見ると手綱のように見えるんだ。 

・無駄だとは 言わぬ美容師 言う鏡   

・姿見に 体はみだし 2歩さがる 

・生きてる証。食うわ、喋るわ妻のぐち 

・モナリザのように微笑む、怖い妻  

・｢お茶！｣と言ったら ｢お茶をどうするの？｣。 日本語が通じなくなる古女房 

・「今！今！今！」 と、指示するな。 横のカーナビ やかましい 

・曲線の 場所が変わった ウチの妻  

・一円玉みたいな妻の顔。それ以上はくずせない 

・不機嫌な 妻に まな板悲鳴あげ                

・最近は血も涙も、おかずも無い 

・ニュースを見ている妻が「女って恐いわね」と言う。 その妻を見ていて、私もそう思う 

・お前の沈黙は多くを語りすぎる 

・「怒らないから言いなさい」。パパもぼくも 下を向く  

 

【二人の言葉】 

・「来てやった」「もらってやった」で、銀婚式 

・「人生最大の失敗はお前と結婚したことだ」。 妻「私は貴方との結婚を、断らなかったことよ」 

・夜中に亭主「小腹がすいた。何か食べるものない？」。女房 「何が小腹じゃ！」 

・「なるべく早く帰る」と言う夫。 「気を使わないで」と妻は答える 

・「あれ誰だっけ？ ほら、あれに出てた あの人」。一つもヒントがありません 

・「そうですよね～」 と、にっこり。丸く納める魔法の言葉                           

以上 


